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を
中
心
と
し
た
患
者
の

■
を
問
わ
れ

戦
後
5
0
年
に
思
う
こ
と

G
H
O
の
看
護
指
導
の
体
験
記

昭
和
2

0
年
1
2
月
、
東
京
都
新
宿
区
戸

山
町
に
あ
る
旧
陸
軍
病
院
の
中
に
国
立

東
京
第
一
病
院
（
以
下
東
一
と
い
う
。

現
在
の
国
立
病
院
医
療
セ
ン
タ
ー
）
が

で
き
た
。
こ
こ
で
は
、
昭
和
2
3
年
よ
り

G
H
Q
（
連
合
軍
総
司
令
部
）
の
指
導

に
よ
る
看
護
の
再
教
育
が
実
施
さ
れ
て

い
た
。
私
は
昭
和
訪
年
か
ら
詔
年
ま
で

約
八
年
間
を
勤
務
し
た
。
就
職
面
接
時

に
初
め
て
お
会
い
し
た
の
が
、
当
時
ま

だ
若
い
吉
田
浪
子
総
婦
長
で
あ
っ
た
。

戟
後
い
ち
早
く
東
一
は
G
H
Q
に
よ

り
モ
デ
ル
病
院
と
さ
れ
、
看
護
の
知
識
・

技
術
・
管
理
の
再
教
育
を
徹
底
的
に
実

施
し
て
い
た
と
思
う
。
看
護
部
の
構
成

は
、
年
功
序
列
で
は
な
く
、
2
5
歳
の
病

棟
婦
長
の
下
に
4

0
代
・
5
0
代
－
の
ス
タ
ッ

フ
ナ
ー
ス
が
い
た
り
、
戦
勝
者
G
H
Q

で
な
く
て
は
最
も
上
下
の
き
び
し
い
軍

病
院
で
考
え
ら
れ
な
い
人
事
や
管
理
が

．
　
五
十
嵐
　
節

ど
ん
ど
ん
と
進
ん
で
行
わ
れ
て
い
た
。

看
護
の
指
導
は
、
ミ
ス
・
カ
ル
ソ
ン
と

ハ
ー
タ
1
の
名
前
を
記
憶
し
て
い
る
。

最
高
指
導
者
と
し
て
、
女
医
マ
ニ
ト
フ

が
い
た
。
彼
女
は
時
ど
き
や
っ
て
き
た

（
記
録
あ
り
）
。
あ
る
時
は
、
病
院
職

員
を
一
望
に
集
め
一
喝
し
て
看
護
を
中

心
と
し
た
組
織
の
あ
り
方
を
話
し
た
。

と
く
に
看
護
婦
の
役
割
に
関
し
て
、
医

師
に
隷
属
し
て
い
る
看
護
を
み
て
具
体

的
に
看
護
と
は
を
説
い
た
。
今
で
も
、

三
三
句
が
記
憶
に
と
ど
ま
っ
て
い
る

は
ど
鮮
烈
で
あ
っ
た
。
私
た
ち
は
「
マ

ニ
ト
フ
旋
風
」
と
し
て
お
そ
れ
た
が
、

今
に
し
て
思
え
ば
当
然
の
こ
と
で
、
看

護
の
本
質
を
説
い
て
い
た
と
思
う
。
当

時
、
「
婦
長
・
看
護
婦
・
医
者
・
小
使
い
・

モ
ル
モ
ッ
ト
・
イ
ン
タ
ト
ン
」
と
い
う

こ
と
を
耳
に
し
た
こ
と
が
あ
る
が
、
こ

ん
な
皮
肉
を
言
わ
れ
る
程
い
か
に
看
護

た
か
を
物
語
っ
て
い
る
。

東
一
で
の
再
教
育
は
、
直
接
、
外
国

人
ナ
ー
ス
か
ら
、
ま
た
は
、
2

2
年
に
、

保
助
肴
法
で
発
足
し
た
新
年
度
の
看
護

学
院
の
先
生
た
ち
の
指
導
も
受
け
た
。

私
は
こ
の
8
年
間
に
三
カ
月
の
指
導
者

講
習
、
一
カ
月
の
解
剖
学
の
教
育
（
女

子
医
大
解
剖
学
教
室
）
を
う
け
、
更
に
、

2
8
年
に
は
米
軍
4
9
病
院
に
二
カ
月
派
通

さ
れ
た
。
現
在
の
築
地
の
ガ
ン
セ
ン
タ

ー
、
戦
時
中
は
海
軍
病
院
で
あ
っ
た
と

き
く
。
そ
こ
で
学
生
さ
ん
と
呼
ば
れ
て

検
温
、
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
、
臥
床
患
者

の
全
身
清
拭
、
背
部
清
拭
、
マ
ッ
サ
ー
ジ

を
さ
せ
ら
れ
た
。
当
時
、
朝
鮮
戟
争
た
け

な
わ
で
王
に
戦
傷
者
だ
っ
た
が
治
療
の

介
助
は
見
た
こ
と
も
な
か
っ
た
。

管
理
体
制
は
非
常
に
合
理
的
で
看
護

ケ
ア
を
す
る
に
も
物
資
が
豊
富
ば
か
り

で
な
く
清
潔
さ
、
整
理
は
抜
群
と
し
か

言
い
よ
う
が
な
か
っ
た
。
す
べ
て
が
患

者
の
た
め
を
考
え
ら
れ
て
い
た
。
ケ
ア

に
関
し
て
は
、
ベ
ッ
ド
メ
ー
キ
ン
グ
の

仕
方
ひ
と
つ
で
も
少
し
で
も
「
し
わ
」
が

よ
っ
て
い
る
と
作
り
直
し
な
さ
い
、
と

呼
ば
れ
る
。
シ
ー
ツ
は
い
つ
も
ピ
ン
と

張
っ
て
い
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。

梼
癒
予
防
は
非
常
に
神
経
を
使
っ
て
い

た
と
思
わ
れ
た
。
看
護
の
役
割
に
つ
い

て
は
、
自
信
と
ほ
こ
り
を
も
っ
て
徹
底

し
て
い
た
。
そ
れ
だ
け
に
、
た
か
が
シ

ー
ツ
の
小
じ
わ
で
は
な
く
、
極
め
て
厳

重
な
チ
ェ
ッ
ク
項
目
な
の
で
あ
る
。

当
時
の
日
本
の
病
院
で
は
、
完
全
看

護
・
完
全
寝
具
と
言
っ
て
い
た
頃
で
あ

っ
た
が
、
シ
ー
ツ
に
関
し
て
は
マ
ッ
ト

レ
ス
を
包
み
こ
む
だ
け
の
広
さ
が
な
く

朝
の
ベ
ッ
ド
整
頓
に
行
く
と
、
シ
ー
ツ

は
脇
が
外
れ
て
背
中
に
丸
ま
っ
た
り
し

て
い
る
と
い
う
状
況
も
あ
っ
た
こ
と
も

覚
え
て
い
る
。

ま
た
、
食
糧
も
ま
ま
な
ら
ぬ
日
本
と

比
べ
て
、
当
時
、
紙
パ
ッ
ク
の
一
人
用

の
牛
乳
が
配
ら
れ
て
い
た
。
ち
ょ
う
ど

今
の
満
ち
た
り
た
日
本
と
変
り
が
な
か

っ
た
の
で
あ
ふ
。
こ
の
ア
メ
リ
カ
の
豊

か
さ
を
見
た
と
き
、
敗
戦
日
本
の
や
む

な
き
を
痛
い
程
感
じ
た
も
の
だ
っ
た
。

あ
れ
か
ら
∽
年
、
ア
メ
リ
カ
は
戦
後

す
ぐ
に
看
護
の
大
学
教
育
化
が
は
じ
ま

っ
た
。
日
本
で
は
昭
和
2
7
年
か
ら
約
4

0

年
で
僅
か
1

0
校
し
か
で
き
な
か
っ
た
大

嶋学
が
平
成
元
年
よ
り
4

0
校
に
も
の
ぼ
り

破
竹
の
勢
い
で
上
昇
し
っ
つ
あ
る
。
医

療
も
変
化
し
複
雑
と
な
っ
て
い
く
な
か

で
患
者
の
幸
せ
を
奪
わ
な
い
看
護
を
目

指
し
て
行
き
た
い
も
の
で
あ
る
。
ア
メ

リ
カ
が
歴
史
を
ふ
ま
え
て
長
年
培
っ
て

き
た
看
護
を
日
本
で
は
出
来
上
り
を
重

宝
に
使
っ
て
し
ま
う
傾
向
が
あ
る
。

戟
後
弱
年
、
看
護
の
行
方
を
誤
ま
た

ぬ
よ
う
、
歴
史
か
ら
し
っ
か
り
学
ん
で

い
き
た
い
と
願
っ
て
い
る
。
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第21号

第
九
回
日
本
看
護
歴
史
学
会
開
催
案
内

メ
イ
ン
テ
ー
マ
　
「
戦
後
五
〇
年
看
護
改
革
の
行
方
」

1995年5月15日　　　　　　　日本看護歴史学会会報

本
会
々
報
第
二
〇
号
で
徹
案
内
し
ま

し
た
通
り
、
今
大
会
は
戦
後
五
〇
年
に

照
準
を
合
わ
せ
、
日
本
の
看
護
に
一
大

転
期
を
も
た
ら
す
こ
と
に
な
っ
た
G
H

Q
（
連
合
軍
総
司
令
部
）
　
の
看
護
改
革

に
直
接
関
与
さ
れ
た
方
々
を
お
招
き
し

ま
し
た
。

看
護
職
必
聞
・
必
見
の
時
代
の
貴
重

な
証
言
を
得
る
こ
と
は
、
今
後
の
看
護

改
革
に
も
大
き
な
示
唆
と
な
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
会
員
・
非
会
員
を

問
わ
ず
、
多
く
の
方
々
の
御
参
加
を
心

よ
り
願
う
次
第
で
す
。

◆
開
催
日
程

八
月
五
日
　
（
土
）
午
後
一
時
開
場

八
月
六
日
　
（
日
）
午
前
九
時
開
場

◆
会
　
　
場

京
郡
市
女
性
総
合
セ
ン
タ
ー
「
ウ
イ

ン
グ
ス
・
京
都
」
　
二
階
・
イ
ベ
ン
ト

ホ
ー
ル
　
（
二
八
〇
名
収
容
）

堅
炭
都
市
中
京
区
東
洞
院
六
角
下
ル
御

射
山
町
二
六
二

〇
七
五
－
二
二
一
1
七
四
七
〇

◆
第
一
日
日
　
午
後
一
時
受
付
開
始

午
後
一
時
半
　
開
会

メ
イ
ン
行
事
　
　
．

「
私
の
か
か
わ
っ
た
戦
後
の
看
諸
改
革
」

／
　
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
草
刈
淳
了
氏

午
後
一
時
三
五
分
～
二
時
∵
．
行
分

講
演
　
金
子
光
氏

昭
和
〓
ハ
年
　
厚
隼
省
人
目
局
総
務

課
厚
生
技
官
と
し
て
入
局

昭
和
二
〇
年
　
厚
隼
省
公
衆
保
健
局

保
健
所
課
技
官
と
し
て
保
健
鋸
問
題

に
取
り
組
む

昭
和
二
五
年
　
厚
隼
省
石
渡
課
長

午
後
二
時
三
五
分
～
二
時
∴
存
分

講
演
　
大
森
文
子
氏

昭
和
一
七
年
　
軍
事
保
護
院
技
手

同
院
医
療
課
勤
務
等

格
和
二
〇
年
　
厚
生
省
医
療
局
（
後

の
医
務
局
）
厚
生
技
官

昭
和
四
八
年
　
看
護
課
設
置
に
伴
い

同
課
に
配
転

午
後
三
時
四
五
分
～
門
時
半

午
後
四
時
三
〇
分
～

会
員
総
会

牛
後
丘
時
　
閉
会
　
　
　
　
　
、

◆
第
二
日
日
　
午
前
九
時
受
付
開
始

′
－
前
九
時
半
～

余
‥
日
に
よ
る
研
究
発
表

座
長
　
依
闘
和
美
氏

牛
前
卜
時
～
　
（
研
究
発
表
者
の
人
数
に

よ
り
、
若
干
の
変
更
あ
り
）

担
当
　
九
十
嵐
節
氏
・
高
田
節
子
氏

牛
後
二
一
時
半
～
一
時
半

昼
食
会
を
兼
ね
た
懇
親
会
（
千
円
）

午
後
二
時
～

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

「
私
の
か
か
わ
っ
た
地
方
の
看
護
改
革
」

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
　
五
十
嵐
節
氏

田
中
幸
子
氏

者
と
の
質
疑
応
答

埼
玉
県

新
井
サ
ダ
氏

元
大
宮
赤
十
字
病
院

京
都
府

岡
部
登
美
子
氏
・

元
京
都
府
勤
務

福
井
県
一
．

高
岡
ス
ミ
子
氏

元
福
井
県
立
病
院
総
婦
長

午
後
四
時
　
閉
会

総
合
司
会
　
　
　
　
武
藤
美
和
氏

◆
大
会
参
加
費

会
　
員
　
三
千
円

非
会
員
　
四
千
円

学
生
（
院
生
を
含
む
）
　
二
千
円

◆
参
加
申
し
込
み
方
法

同
封
の
振
込
み
用
紙
に
、
参
加
音
名

（
複
数
連
名
可
）
、
参
加
費
お
よ
び

懇
親
会
参
加
の
有
無
を
明
記
し
、
来

る
七
月
一
〇
日
ま
で
に
振
込
み
を
し

て
下
さ
い
。

◆
研
究
発
表
の
申
込
み
に
つ
い
て

研
究
発
表
を
希
望
す
る
方
は
、
「
研
究

発
表
希
望
」
と
朱
書
き
で
、
テ
ー
マ

と
内
容
の
概
説
を
付
し
、
六
月
一
五

日
必
着
で
左
記
へ
郵
送
し
て
下
さ
い
。

蔀
羽
曳
麿
市
は
ぴ
さ
の
三
－
七
圭
一
〇

大
阪
府
立
看
護
大
学
医
療
技
術
短
期

大
学
部
　
依
田
和
美
氏
宛

◆
会
場
ま
で
の
見
取
図
は
四
貢
参
照
。
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∴
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日本看護歴史学会会報第21号

五
十
嵐
節

分
科
会
に
つ
い
て
は
、
創
刊
号
か
ら

19
号
に
至
る
ま
で
毎
号
何
ら
か
の
記

載
が
あ
り
ま
す
が
、
分
科
会
活
動
に
つ

い
て
は
、
会
報
2
号
、
3
号
、
5
号
、

8
号
、
．
12
号
に
特
に
、
お
知
ら
せ
を
し

て
お
り
ま
す
が
、
近
頃
入
会
さ
れ
た
方

も
あ
り
ま
す
の
で
左
記
に
趣
旨
と
概
略

を
述
べ
ま
す
。

趣
旨
は
、
会
員
が
自
分
と
共
通
の
関

心
分
野
の
人
々
と
交
流
を
深
め
な
が
ら
、

相
互
に
啓
発
し
、
継
続
的
に
学
習
や
研

究
内
容
を
深
め
て
行
こ
う
と
す
る
も
の

で
す
。
．
′

分
科
会
の
方
針
と
趣
旨
を
具
体
化
し

た
も
の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

一
、
会
員
は
自
分
の
関
心
分
野
の
分
科

会
に
主
体
的
に
参
加
し
、
継
続
的
に

学
習
や
研
究
を
行
う
。

二
大
会
は
、
研
究
報
告
、
研
究
発
表

を
行
い
、
幅
広
い
意
見
交
換
や
、
交

流
を
は
か
る
場
と
す
る
。

二
分
科
会
の
構
成
人
員
は
問
わ
ず
、

一
人
一
分
科
会
も
設
立
し
う
る
。

一
、
各
分
科
会
の
代
表
者
は
、
そ
の
会

の
メ
ン
バ
ー
の
互
選
に
よ
り
運
出
さ

れ
る
。
（
会
報
第
2
号
よ
り
引
用
）

■会
員
の
関
心
分
野
は

文
学
・
映
像
に
み
る
看
護
、
生
活
文

化
と
看
護
・
女
性
史
、
宗
教
と
看
護
、

看
護
思
想
史
、
近
代
看
護
史
、
ナ
イ
チ

ン
ゲ
ー
ル
、
日
赤
の
看
護
、
現
代
看
護

史
・
看
護
制
度
史
、
G
H
Q
、
各
国
史
、

公
衆
衛
生
史
、
助
産
・
助
産
婦
の
歴
史
、

小
児
看
護
史
、
精
神
看
護
史
、
教
育
方

法
史
・
看
護
士
の
歴
史
、
臨
床
看
護
史
、

社
会
と
看
護
、
法
制
史
、
そ
の
他
な
ど

が
あ
り
ま
す
。

今
ま
で
継
続
さ
れ
た
も
の
を
示
し
ま

す
。
○
内
数
字
は
学
会
順
。

皿
　
文
学
・
映
像
に
み
る
看
麓
①
㊥
③

④
⑨
⑦

闇
　
G
H
Q
㊥
③
④
⑥
⑥
㊥
㊥
⑨

闇
　
臨
床
着
後
史
②
③

棚
　
看
鼓
教
育
史
②
③
④
⑤
⑥
⑦
⑨
㊥

闇
　
宗
教
と
看
護
②

㈲
　
公
衆
衛
生
看
護
㊤

用
　
助
産
・
助
産
婦
の
歴
史
㊥
④
⑨
⑥

②
⑦

■

今
年
は
、
戟
後
五
〇
年
、
看
護
改
革

も
叫
ば
れ
五
〇
年
、
看
護
の
改
革
の
行

方
を
見
失
わ
な
い
よ
う
、
そ
れ
ぞ
れ
の

歴
史
の
な
か
で
し
っ
か
り
見
据
え
て
い

き
た
い
も
の
と
期
待
し
分
科
会
を
盛
り

上
げ
て
い
た
だ
き
た
い
と
蘇
っ
て
お
り

ま
す
。
そ
し
て
こ
こ
か
ら
ま
た
看
護
歴

史
研
究
に
と
、
つ
な
げ
て
い
っ
て
く
だ

さ
る
こ
と
を
切
に
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

分
科
会
担
当
　
高
田
節
子
・
五
十
嵐
節

第
九
回
大
会
分
科
会

ー
話
題
提
供
者
の
募
集

内
容
　
研
究
テ
ー
マ

要
旨
・
呼
び
か
け
（
百
字
以
内
）

期
日
　
六
月
末
日

送
付
先

卸
側
埼
玉
県
入
間
郡
毛
呂
山
町

毛
呂
本
郷
三
八

埼
玉
医
科
大
学
短
期
大
学

五
十
嵐
　
節

◆
事
務
局
連
絡

○
新
入
会
員
紹
介
（
敬
称
略
）

久
保
美
智
子
　
Ⅷ
広
島
市
中
区
橋
本
町

l
T
二
一
1
八
〇
一

牟
田
か
つ
子
　
鄭
久
留
米
市
山
川
安
房

野
三
－
八
－
三
〇

岡
棋
那
珂
塁
月
割

○
住
所
不
明
の
次
の
方
々
に
つ
い
て
御

存
知
の
方
は
、
事
務
局
に
御
一
報
下

さ
い
。

芝
田
香
代
子
氏
、
平
山
厚
子
氏

佐
藤
佐
栄
子
氏

○
勤
務
先
変
更

藤
村
籠
子
氏
、
ラ
イ
ダ
ー
島
崎
玲
子
氏

東
海
大
学
健
康
科
学
部
看
護
学
科
へ

3

（15川机個闇肌用0日9日8）

ナ
イ
チ
ン
ゲ
ー
ル
③
④
⑥
⑥
⑦
⑨

痛
看
護
史
・
各
国
史
③
④

病
院
史
・
臨
床
看
護
史
④

近
代
看
護
史
㊥
⑥
㊥
⑧

日
赤
の
看
護
⑥

女
性
史
・
民
族
史
⑦

個
人
史
⑦

法
制
史
⑦

第
九
回
大
会
事
務
局

京
都
府
立
医
大
短
大
部

玄
田
公
子
・
岡
山
寧
子

野
原
都
市
上
京
区
清
和
院
口
寺
町

東
入

〇
七
五
t
2

1
2
－
五
四
三
七
ま
た
は

2
1

2
－
五
四
四
二

会
費
納
入
の
お
頗
い

会
費
滞
納
の
方
々
が
増
加
し
、
会
の

運
営
に
著
し
く
影
響
を
及
ぼ
し
て
お
り

ま
す
。
三
年
以
上
の
滞
納
の
方
は
退
会

と
し
て
処
理
い
た
し
ま
す
。

郵
便
振
替
口
座
　
〇
一
〇
一
〇
－
二
・
－

五
二
一
八
五
　
日
本
看
護
歴
史
学
会
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が
あ
っ
た
程
度
。
勤
務
先
に
寝
泊
り

し
て
通
勤
の
困
難
に
対
処
さ
れ
た
。

○
青
木
う
め
子
氏
・
斎
本
文
子
氏
は
、

い
ず
れ
も
被
害
は
軽
度
と
の
由
。

編
　
集
　
後
　
記

昭
和
二
一
年
発
行
の
「
看
護
学
雑
誌
」

を
み
る
と
、
G
H
Q
の
指
導
に
よ
る
指

導
者
講
習
会
の
記
事
が
あ
る
。
そ
の
中

に
は
「
患
者
に
輿
へ
る
看
護
法
の
足
り

な
い
事
、
日
本
の
看
護
婦
は
患
者
個
人

に
封
し
て
の
細
い
看
護
法
、
例
へ
ば
鰻

を
放
く
事
、
薬
を
飲
ま
せ
る
事
等
に
つ

い
て
は
一
人
一
人
の
患
者
に
輿
へ
る
看

護
法
が
適
富
に
行
届
い
て
居
り
ま
せ
ん
」

等
の
指
摘
が
み
え
る
。
さ
て
、
五
〇
年

後
の
私
た
ち
は
看
護
の
方
向
性
を
正
し

く
捉
え
て
い
る
だ
ろ
う
か
。
今
一
度
、

原
点
に
帰
る
必
要
は
な
い
か
？
　
（
か
）

4

l
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●
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●
て
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阪
神
大
栗
災
被
災
地
の

会
員
各
位
の
消
息

L
t
r
l
j
1
7
．
●
■
i
r
●
t
j
「
．
∫
l
一
r
l
J
r
i
．
，
■
r
l
l
一
’
．
●
■
l
r
l
ヽ
．
■
t
●
■
l
r
●
・
．
．
一
「
／
l
r
l

O
山
崎
雅
代
氏
　
居
住
マ
ン
シ
ョ
ン
の

披
害
は
大
き
く
、
補
修
の
必
要
性
が

あ
り
、
知
人
宅
に
仮
遇
中
。
御
本
人

は
被
災
時
に
打
撲
と
カ
ス
リ
傷
を
受

け
ら
れ
た
。

避
難
先
住
所
よ
り
凹
月
末
復
帰

○
横
山
嘉
子
氏
　
家
屋
全
壊
・
家
財
道

具
一
切
を
失
な
わ
れ
た
。
幸
い
怪
我

等
の
披
害
は
な
く
、
身
内
の
方
の
所

に
避
難
中
。

避
難
先
住
所
　
損
西
宮
市
提
附
二
千
二

七
　
田
中
恒
夫
氏
方

■

∪
徳
田
千
恵
子
氏
居
住
さ
れ
て
い
た

ア
、
ハ
ー
ト
が
全
壊
。
御
母
笠
の
負
傷
、

御
本
人
も
精
神
的
ダ
メ
ー
ジ
を
受
け

な
が
ら
も
、
看
護
業
務
に
携
わ
ら
れ

勤
務
先
6
5

3
神
戸
市
長
田
区
久
保
町
二

神
戸
協
同
病
院
四
階

○
森
益
美
氏
　
自
宅
は

枚
の
披
害

日
本
看
護
歴
史
学
会
会
報
第
二
二
号

編
集
責
任
者
　
亀
山
美
知
子

発
行
責
任
者
　
玄
田
公
子
・
岡
山
寧
子

軍
属
都
市
上
京
区
清
和
院
口
寺
町
庶
人

府
立
医
科
大
学
医
療
技
術
短
期
大
学
部

日
本
看
護
歴
史
学
会
事
務
局

潮
干
葉
市
中
央
区
亥
鼻
丁
八
⊥

千
葉
大
学
看
護
学
部

看
護
実
践
研
究
指
導
セ
ン
タ
ー

鵜
沢
陽
子
気
付

〇
四
三
－
二
二
六
－
二
四
五
八


